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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月13日(2013.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小さな動きから電気エネルギーを発生するデバイス（１）において、
　回転軸線の周りに配置された少なくとも２つの磁極（Ｎ、Ｓ）を含む、回転体の形状を
した磁石（２、２’）と、
　前記磁石（２、２’）の形状と相補的な横断面を有する管（３、３’）であって、周囲
に横断方向に巻かれた巻線（６、６’）を含む管（３、３’）と、
　前記磁石（２、２’）の回転軸線の同一直線上にある一対の回動点（４、４’）と
を備え、
　前記磁石（２、２’）の前記回転軸線は、前記管（３、３’）が傾いた場合に、前記磁
石（２、２’）が前記管（３、３’）の内部に沿って移動することで前記巻線（６、６’
）に電位差を誘発するようにするよう、前記磁石（２、２’）の回転運動に対して、前記
磁石の横方向の回転を回避する支持であり、前記磁石（２、２’）を前記管（３、３’）
の内部に配置する支持を与えるべく、前記管（３、３’）に対向する長手方向のレール（
５、５’）へ取り付けるために調節されていることを特徴とする、デバイス。
【請求項２】
　前記磁石（２、２’）の周りに設置されたリングをさらに備え、前記リング上に前記回
動点（４、４’）が設置される、請求項１に記載のデバイス（１）。
【請求項３】
　前記巻線（６、６’）が、互いに対向する側面に選択的に巻かれた複数の個々のコイル
によって形成される、請求項１または２に記載のデバイス（１）。
【請求項４】
　前記巻線（６、６’）が、単一のコイルからなる、請求項１または２に記載のデバイス
。
【請求項５】
　前記コイルの各々の長さが、磁石（２、２’）の回転直径に等しい、請求項３又は４に
記載のデバイス（１）。
【請求項６】
　前記回動点（４、４’）が、滑り防止用に、前記レール（５、５’）のノッチに対応す
る突出部を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載のデバイス（１）。



(2) JP 2012-530484 A5 2013.8.1

【請求項７】
　前記磁石（２）の形状が円筒状であり、前記管（３）の断面が平行六面体である、請求
項１～６のいずれか一項に記載のデバイス（１）。
【請求項８】
　前記磁石（２’）の形状が球状であり、管（３’）の断面が円形である、請求項１～６
のいずれか一項に記載のデバイス（１）。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の複数のデバイス（１）を備える発電モジュール。


	header
	written-amendment

